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1． はじめに 
定置網漁とは，魚の回遊する場所に網を設置し魚を獲る

漁法で，日本の漁獲の約 10%である年間約 38万トンの水揚

げがある[1]．しかし現在の定置網漁では，網を上げるまで

漁獲がわからず，約 8 割の魚介類が安価に取引されている

現状がある．ある定置網では，沢山獲れる時期であっても，

操業した 55 回中 31 回はほぼ獲れていないのが現状である．

また，現状の流通に合わせるためには市場の開場に合わせ

て操業する必要がある． 
本研究では，水中カメラ搭載の海洋観測機を活用し，網

内の魚種を予測することで効率の良い定置網漁を提案し，

新たな漁業を検討する．また，確実に獲れるタイミングで

の操業を支援することで，1 日に複数回の操業を可能にし，

漁獲量の増加と漁師の収入増加を目指す． 

2 ．システムの概要  
提案するシステムの概要を図 1 に示す．定置網内に海洋

観測機を設置し，水温の計測と水中カメラによる撮影を行

う．水中画像は 3 秒毎に撮影され，クラウド上に保存され

る．撮影された水中画像から機械学習で魚種の検出を行

う．検出された画像を漁師に LINE Bot で通知することで

確実に獲れるタイミングで操業を行い，漁師の収入増加を

目指す． 

 
図 1 システム概要図 

3．機械学習による魚種の検出 AIの構築 
魚種の検出 AI の構築の流れを，図 2 に示す．機械学習

により魚種の検出モデルを構築する．水中画像を収集し魚

の領域をアノテーションし，魚種別にタグ付けを行う．こ

のタグ付けされたデータをもとに魚種の検出モデルを構築

する．モデル構築には，MobileNet SSD v2 を用いる．これ

により，水中画像から魚種の検出が可能になる． 

 
図 2 魚種の検出の流れ 

4．魚種の検出 AIの精度検証 
モデルの構築では，収集した水中画像にタグ付けを行っ

た．今回タグ付けをした魚種は 9 種類である．各魚種のタ

グ付けの数は 51-107 匹で，それぞれランダムに 15 種類の

水増しを行った．また，検証には各魚種 12-101 匹を使用し

た．それぞれの検証結果を表 1 に示す．ここで，適合率と

は，魚がいると予測した中でどれだけ正解したかという確

率であり，再現率は，実際に魚がいるときに魚がいると予

測した確率である．魚種の検出では，漁師に通知された種

類の魚が確実に網の中に入っていることを保証する必要が

ある．このことから，今回のモデルは適合率を重視する．

表 1 より，学習データ数の少ない魚種以外は，適合率が

80%以上となり，水中画像から魚種の検出が実現可能だと

わかった．また，80%を下回る魚種については，学習デー

タ数が増えれば精度が向上すると考える． 
 

表 1 魚種の検出 AI の検証結果 
魚種 学習数[匹] 検証数[匹] 適合率[%] 再現率[%] 

グレ 107 101 91.2 51.5 

ブリ 100 15 100 60.0 

ボラ 61 47 53.2 34.0 

タイ 100 12 80.0 100 

エイ 78 30 100 76.7 

ヒラメ 51 20 78.9 75.0 

イカ 93 45 90.9 66.7 

フグ 55 45 75.0 60.0 

キビナゴ 

（群れ） 
100 85 98.6 81.2 

5．まとめ  
本研究で，機械学習によって水中画像から魚種の検出が

可能になることが示唆された．今後は，データ数を増やし

て精度の向上を目指し，LINE Bot による漁師への通知シス

テムの構築も進めていく． 
また，操業前に網内の魚種や量を可視化し，獲れるタイ

ミングで操業できるようになることはもちろん，必要な分

だけ漁獲することで持続可能な定置網漁を支援する．そし

て，効率よく安定した操業の支援を進めることで，漁師の

収入増加を目指す． 
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